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図１ 実験装置 図２ SfM-MVS と SfP-NI の三次元復元の例 



 

 

非接触三次元形状復元手法の一つとして

SfM-MVS（Structure from Motion-Multi 

View Stereo）があります。カメラ単体で

実施可能なため低コストで導入できます

が、測定対象が低コントラストや弱テクス

チャな場合、特徴点を抽出できず、原理的

に復元が難しいという課題があります。 

 

 
本研究では、図１に示す実験装置を用い

て、偏光カメラ等を用いた SfP (Shape 

from Polarization)と NI（Normal Integ 

ration）を組み合わせた三次元形状復元手 

法を SfM-MVS と比較し、その有効性につ

いて検証しました。 

 

 

SfM-MVS 、SfP-NI による復元結果の例

を図２に示します。SfM-MVS では特徴点

が抽出できず復元できていない箇所も、

SfP-NI では復元可能でした。 

ただし、今回 SfP は機械学習を取り入れ

た手法で実施していますが、学習に用いた

データと復元対象の差異が大きい場合に形

状復元ができない可能性がある等の課題が

あることが分かりました。 

今後、それらを解決する手法の研究等を

行っていきたいと考えています。 
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